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D 7　　　　　　　室内視環境要素の心理的影響に関する実験的研究（第7 報）

　　　　　　　　　　　　　　　一監置の量と配置-

　　　　　　奈良女大家政　○馬場宏子　梁瀬度子　磯田憲生　聖母女学院短大　國嶋道子

　巨! 0勺　視環境要素の中でも，居住者の自由なしつらいと関係がある室内装備的要因

として，家具をとり上げI)量と配置を中心に，住宅居間の雰囲気に家具がどのように影響

するかを検討した。

　方‘Yた　第６報｀^i同様に，10分の１の縮尺模型を被験者に観察させ, 7段階s dS.に

より評価検討した。評価対象は，前報りでの実態調査で得られた空間形状と家具のについ

ての検討をふまえ，室の大きさ・形｡状，家具の種類・配置・量・高さを変化要因とし，そ

の視覚的効果を検討した。

　糸吉丿艮　因子分析の結果より, 2因子が析出され，第１因子を活動性（Activi ty）,

第ｎ因子を価値( Evaluation)と意味付けた。とり上げた要因により.因子の分離が明m

とならず，第１因子は開放感（Openness)と豪華さ（Gorgeousness）の２因子から成り立

つことが認められた。また，家具の量と配置の空間効果を数量化分析および分散分析によ

り検討した結果，家具の量は単独要因として，第１因子活動性に大きく影響し，室が広く，

家具量が少ない場合に開放的な雰囲気が得られ，家具量が多い場合は，豪華な雰囲気が得

られる。家具の配置は，第Ⅱ因子価値に大きく影響しており，室が広く，家具をまとめて

室の隅に配置した場合に快適といえる。また，家具の配置と室の形状には交互作用が認め

られた。　　　1）,1場他：室内視環境要素の心理的影響に関する実験的研究(第5報),家i8!学会関西支部研,r仙4.5

　　　　　　　Z馬場他：室内視環境要素の心理的影響に関する研究（第６報),家政学会大会研,1985.6

D 8 レクリェーションにおける快適温熱m境に関する基礎的研究その２

　　一一環境温度が人体に及ぼす影響~

　　奈良女大家政　○早川和代　磯田憲生　梁瀬度子

〈目的＞　レクリェーションにおける温熱環境かスポーツ時の人体にど叱ような影響を及ぼすか

を明らかにすることを目的とし，これまでにスポーツ温熱環境の実態調査を行ってきた。実際に

は多種多様な要因が組み合わさっているので. 解明は容易ではない。そこで温熱環境の人体への

基礎的影響を把握するために，本報では人工気候室内で環境・運動条件設定のもとに自転車エル

ゴメーターにより運動を負荷し，人体に及ぼす生理的・心理的影響を測定する実験を行った。

＜方法＞　実験は奈良女子大学人工気候室で自転車エルゴメーターを用いて行った。設定条件は

気温15℃, 20℃, 25"c. 30*c, 35℃の5 段階で，湿度50％,気流はO.lm／s以下とした。被験者は

健康な青年女子５名を採用し，体操服・ソックス(0.6 clo )を着用，椅座安静状態で設定条件

の気候室内に入室後60分より. 15分毎の非連続負荷増加実験（28W, 56W, 84W）を行い，直腸

温・皮膚温12点・心拍数を連続測定した。また, 安定したと思われる12分後から３分間ダグラス

バッグに呼気を採気し，呼気量・呼気分析より代謝量を測定した。同時に温冷感・疲労感等の申

告を受け，体重減少量も測定した。

＜結果＞　実験は1985年8月～9月に実施した。　①心拍数は運動負荷が増すとともに増加し，

代謝量との間に比例的な関係が示され，気温によってやや違いか認められる。　②皮膚温は運動

開始とともに下降するが，直腸温は上昇する。直腸温と平均皮膚温を２：１で重みづけした平均

体温は, 34.5"C～3TCの範囲にあり.高くなるほど温冷感申告も署い側の申告がふえていく。

③温冷感・快適感申告は運動強度の影響をうける。　④対流と放射による放熱量は気温上昇とと

もに減少し，水分蒸発放熱量は25-cをこえると急に増加する。

文献1）早川他　家政学会関西支部第63回講演要旨集　1985. 11


